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 2015年北海道新幹線「（仮称）奥津軽駅」開業！

いまべつ秋まつり開催！

秋
空
の
下
、「
食
」
と
「
芸
」
と
「
笑
い
」
が
集
う

　

９
月
27
日
、
今
別
小
学
校
５
年
生

は
、
嶋
中
一
仁
さ
ん
（
大
川
平
）
の

田
ん
ぼ
で
、
自
分
た
ち
が
春
に
植
え

た
稲
の
刈
り
取
り
作
業
を
し
ま
し
た
。

　

黄
金
色
に
育
っ
た
稲
に
感
動
し
、

カ
マ
を
手
に
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
な

が
ら
も
、
手
拭
い
に
汗
を
染
み
込
ま

せ
な
が
ら
一
生
懸
命
稲
刈
り
を
し
ま

し
た
。

　

八
幡
町
の
北
山
正
さ
ん
の
畑
で
、

長
十
郎
と
い
う
梨
の
木
に
、
別
の
２

種
類
の
洋
ナ
シ
が
実
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、「
接
ぎ
木
」
と
い
う
、
木
の

枝
を
切
断
し
て
別
の
木
の
切
断
面
に

接
着
す
る
と
い
う
手
法
を
使
い
、
北

山
さ
ん
が
５
年
前
か
ら
挑
戦
し
て
い

た
も
の
で
、
今
年
は
上
手
に
実
っ
た

そ
う
で
す
。

　

今
年
で
４
回
目
を
迎
え
た
「
い
ま
べ
つ
秋
ま
つ
り
」

が
10
月
９
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
当
日
は
気
持
ち
の
い
い
秋
晴
れ
と
な
り
、
会
場

は
、
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

い
ま
べ
つ
秋
ま
つ
り
は
、
今
別
中
学
校
生
徒
に
よ
る

荒
馬
で
幕
を
開
け
、
様
々
な
催
し
も
の
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
屋
外
会
場
で
は
、
今
別
牛
の
販
売
に
長
蛇
の
列
が

で
き
、
華
麗
な
よ
さ
こ
い
演
舞
は
、
訪
れ
た
人
々
の
目

を
奪
い
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
０
人
分
用
意
さ
れ
た
牛

鍋
の
試
食
で
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
鍋
が
空
に
な
る
ほ

ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

マグロ解体ショー（上の写真）＆
即売（下の写真）も大盛況!!　　

今別牛の販売も好調♪

秋の恵みに乾杯～！

芸
術
の
秋
！

食
欲
の
秋
！

黒石八郎さんのトークに笑いが止まりません

笑いの秋!?

さつまいも詰め放題の場面
あまりの人にイモがみえないよ…

お
い
し
か
っ
た

で
し
ょ
？
　
　

　

開
発
セ
ン
タ
ー
内
で
は
、
文
化
団
体
、
小
・
中
学

生
、
青
北
今
別
校
舎
生
徒
の
作
品
展
示
の
ほ
か
、
大
正

琴
の
演
奏
や
読
み
聞
か
せ
、
コ
ー
ラ
ス
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
１
階
で
は
「
く
つ
ろ
ぎ
の
町ま

ち
あ
い
し
つ

愛
室
」
と

題
し
、
食
堂
が
設
け
ら
れ
、
２
階
和
室
で
は
茶
道
教
室

も
行
わ
れ
、
休
憩
す
る
方
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

昼
頃
に
は
屋
外
会
場
は
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
を
増

し
、
黒
石
八
郎
シ
ョ
ー
で
は
「
し
ゃ
べ
り
」
の
プ
ロ
の

技
に
よ
り
、
会
場
は
笑
い
の
渦
に
引
き
込
ま
れ
ま
し

た
。
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
・
即
売
会
も
例
年
以
上
に
買

い
求
め
る
人
で
あ
ふ
れ
、
パ
ッ
ク
詰
め
さ
れ
た
マ
グ
ロ

は
、
市
価
の
半
値
程
度
と
あ
っ
て
、
大
盛
況
の
う
ち
に

完
売
と
な
り
ま
し
た
。

まつりを彩る荒馬たち（大川平荒馬：左　今別荒馬：中央　今別中荒馬：右）

美しい歌声でコーラス。ラララ～♪

キレのあるよさこい演舞に見とれてしまいます
子ども達も読み聞かせに夢中

息の合った大正琴の演奏

珍種発見か! 実りの秋の
収穫体験

長十郎（左）と同じ木にラ・フランス（右） おいしく育ったかな？
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決 算 報 告
　「財政健全化計画」実施の中で、平成22年

度（H22.４.１～H23.３.31）に町にはどのよ

うなお金が入り、私たちの暮らしや町づくり

にどのように使われたのかお知らせします。

　実質収支額とは、歳入から歳出を差し引き、翌

年度へ繰り越すべき財源を差し引いたもので、そ

の年度の実質的な赤字、黒字を示します。

平成22年度の主な事業

●役場等補修工事 １６４, ３７５千円
●地域情報通信基盤整備事業 １３６, １０１千円
●浜名中宇田1号線外融雪溝整備事業　
 ２７, ８８１千円
●村元大川平線外舗装補修工事 ２３, ０８０千円
●公共災害現年災害復旧事業 １８, ０９５千円

会計別歳入歳出決算額
会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差引残額

一　 般　 会　 計 2,809,776 2,620,074 189,702

特

別

会

計

国 保 事 業 560,965 543,383 17,582
国 保 診 療 146,871 141,226 5,645
老 人 保 健 147 78 69
後期高齢者医療 41,336 40,395 941
介 護 事 業 396,623 377,979 18,644
介 護 サ ー ビ ス 36,289 31,255 5,034
水 道 事 業 134,203 167,583 ▲ 33,380
小 　 　 　 計 1,316,434 1,301,899 14,535
合　　　計 4,126,210 3,921,973 204,237

単位：千円

歳　入

（歳出決算額）

26億２千７万４千円

【歳　入】

　一般会計の歳入総額は28億977万６千円で、前年度より１千962万円
（0.7％増）の増額決算となりました。
　自主財源である町税は607万８千円（前年対比2.9％減）の減収となりま
したが財政調整基金等から１千12万２千円（前年対比21.8％増）増額繰入
したため、自主財源は２千131万８千円（前年対比5.2％増）の増収となり
ました。また、依存財源の県支出金が緊急雇用創出対策事業費などにより、
２千459万４千円（前年対比25.8％増）、地方交付税が８千306万１千円（前
年対比5.7％増）の増収となりました。

【参考】　町税の内訳

・町　民　税　　72,265千円
・固定資産税　130,755千円
・軽自動車税　　6,377千円
・町たばこ税　　16,820千円
　　合　計� 226,217千円

役場庁舎と議場の補修、庁舎書庫の新築が行われました

（一般会計歳入決算額）

28億977万６千円

実質収支額

１億８千390万５千円

－ ＝
（歳入歳出差引額）

１億８千970万２千円

（翌年度への繰越）

579万７千円
（歳入歳出差引額）

１億８千970万２千円 － ＝

依存財源･･･国や県の基準に基づき、交付される町の収入です。
自主財源･･･町が自主的に収入できる財源です。
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【歳　出】

　一般会計の歳出総額は26億２千７万４千円で、前年度より７千100万６千円（2.6％減）の減額決算

となりました。目的別では総務費が２億４千943万３千円（前年対比52.2％増）と全体の28.9％を占め

ています。以下、民生費４億８千770万５千円（前年対比5.0％増）などとなっています。主な増減理

由としては、総務費は役場改修工事、地域情報通信基盤整備事業等で歳出増となりました。民生費は

国民健康保険特別会計診療施設勘定等への繰出金の減等、土木費は後町線外融雪溝整備工事等終了に

よる歳出減となりました。

固定資産税 38,435円

町　民　税　 21,242円

町たばこ税　 1,874円

軽自動車税　 4,944円

総　務　費 222,366円

民　生　費 143,358円

公　債　費 93,077円

衛　生　費 69,783円

うち広域事務組合分
（ゴミ、し尿、斎場） 34,461円

教　育　費 59,870円

土　木　費 54,830円

消　防　費 44,988円

農林水産業費 36,420円

諸 支 出 金 18,569円

商　工　費 11,682円

議　会　費 9,342円

災害復旧費 5,362円

労　働　費 509円

１．健全化判断比率（実質赤字比率の「－」表示は、黒字を表します）

区　　　　分
平成22年度

決　算　比　率

平成21年度

決　算　比　率

早期健全化基準

（黄色信号）

財政再生基準

（赤信号）

①実質赤字比率 － － 15.00% 20.00%

②連結実質赤字比率 － － 20.00% 40.00%

③実質公債費比率 12.60％ 15.90％ 25.00% 35.00%

④将来負担比率 136.40％ 158.70％ 350.00% 　

　４つの健全化判断比率のうちいずれか一つが「早期健全化基準」以上になると「早期健全化団体」
となり、「財政健全化計画」を策定し、自主的な改善による財政の早期健全化に取り組まなければ
なりません。
　さらに、「財政再生基準」以上になると「財政再生団体」となり、「財政再生計画」を策定し、国・
県の強力な関与の下で、確実な財政の再生を実行しなければなりません。

２．資金不足比率

　資金不足比率が「経営健全化基準」以上となると「経営健全化団体」となり、「経営健全化計画」
を策定し、公営企業の経営健全化に取り組まなければなりません。

特　別　会　計　名
決　算　比　率

（22年度）

決　算　比　率

（21年度）
経営健全化基準

今別地区簡易水道事業会計 － １０．０％ ２０．０％

一般会計を町民１人当たりにすると
（平成23年３月末人口3,402人より算出）

納 め た お 金
66,495円

使 わ れ た お 金
770,156円

歳　出

「健全化判断比率」と
　　　　「資金不足比率」

　平成19年６月に、「地方公共団

体の財政の健全化に関する法律」

が公布され、この法律に基づき、

毎年度、「健全化判断比率」及び「資

金不足比率」を算定し、町監査委

員の審査を受け、その意見をつけ

て町議会に報告し、町民の皆さん

にこれらの比率を公表することが

義務付けられました。

　平成22年度決算に基づき算定さ

れた今別町の健全化判断比率と資

金不足比率は、すべて基準を下回

りました。

平 成 22 年 度
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今
別
保
育
園
ホ
ー
ル
で
、
弘
前

市
の
保
育
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ク
ル

「
パ
ピ
ー
ク
ラ
ブ
」
に
よ
る
、
子

育
て
講
座
「
楽
つ
み
き
広
場
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
1
万
個
の

つ
み
き
を
使
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

の
創
造
力
や
表
現
力
を
高
め
、
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
作
り
上
げ

る
感
動
と
喜
び
を
実
感
し
て
も
ら

う
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
木
の
ぬ
く
も
り

を
感
じ
な
が
ら
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

つ
み
き
を
積
ん
で
ゆ
き
、
高
い
タ

ワ
ー
を
建
て
た
り
、
イ
カ
や
魚
を

作
っ
て
み
た
り
と
、
思
い
思
い
に

つ
み
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
万
個
の
つ
み
き
に
埋

も
れ
る
と
い
う
な
か
な
か
で
き
な

い
体
験
に
、
子
ど
も
達
は
歓
声
を

上
げ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

作
っ
た
作
品
は
、
暗
い
中
で
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
り
、
最
後
は
、

自
分
た
ち
で
作
っ
た
作
品
を
自
分

の
手
で
崩
す
作
業
の
際
に
は
、
名

残
惜
し
そ
う
に
し
な
が
ら
も
、
笑

い
声
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

青森県最低賃金改正のお知らせ
１　青森県最低賃金が改正されます。金額等は次のとおり。

時間額　647円（平成23年10月16日から）
２　改正前の青森県最低賃金（645円）から２円の引き上げとなってい

ること。
３　青森県最低賃金は、青森県内で働く全ての労働者と、労働者を一人

でも使用している使用者に適用されます。
４　製造業と小売業の一部には、特定（産業別）最低賃金が定められて

います。
５　青森労働局長の許可なく青森県最低賃金額以上を支払わなかった場

合は、最低賃金法違反となり、罰則規定（罰金額50万以下）が適用さ
れることがあります。

６　詳しくは、青森労働局ホームページからもご覧になれます。
　　　（http://aomori-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/）　　　　

《問合せ先》青森労働局労働基準部賃金室　TEL　017－734－4114
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX　017－734－5821

全国瞬時警報システムJ－ALERT（ジェイアラート）とは？
　全国瞬時警報システム【J－ALERT】は、緊急地震速報やテロ攻撃などの対処に時間的余
裕のない事態に関する情報が、国から人工衛星を用いて瞬時に送信され、町の防災行政無線
を自動的に起動し、警報を放送するシステムです。
　今別町では、平成23年４月１日から運用を開始しております。
【全国瞬時情報システムにより放送される情報】
１．内閣官房からの情報

　①弾道ミサイル情報　②航空攻撃情報
　③ゲリラ・特殊部隊攻撃情報　④大規模テロ情報
２．気象庁からの情報

　①緊急地震情報（今別町を含む津軽北部の予想震度が４以上の時）
　②大津波警報（３m以上）③津波警報（１～２m以上）④津波注意報（0.5m以上）
　⑤震度速報（今別町を含む津軽北部に震度４～７の地震が発生した時）
　　※震度の訂正があった場合、その都度放送されます。
　⑥土砂災害警戒情報
注意事項
※　これらの情報は緊急情報であるため、24時間いつでも自動的に放送されます。
※　緊急地震速報は、地震による強い揺れを事前にお知らせしますが、震源が近いときは間

に合わないことがあります。
※　場合により誤報が発信される可能性もありますが、その際はキャンセル報（訂正放送）

が放送されます。

☆緊急地震速報の詳細については、気象庁ホームページでご覧いただけます。

《問合せ先》総務課防災担当　TEL　35－2001 全国瞬時警報システムJ-ALERT（ジェイアラート）のイメージ

林業の仕事をしていたことがありませんか？
 ～林業退職金共済事業部からのお知らせ～ 

　林業の仕事をしていたことがありませんか？
　林業退職金共済制度（林退共）に加入していたが、退職金をまだ
受け取っていない方を探しています。以前、ご自身が林退共に加入
していたか分からない方についてもお調べいたします。
　また、罹災された共済契約者及び被共済者の皆様に対し、各種手
続（共済手帳の紛失、退職金の請求等）の必要が生じた場合はでき
うる限りの範囲において速やかに対応したいと考えておりますの
で、最寄の支部又は本部へお問い合わせ、ご相談下さいますようお
願いいたします。
〈お問い合わせ先〉

　独立行政法人勤労者退職金共済機構
　林業退職金共済事業本部
　〒105－0011　東京都港区芝公園１－７－６　退職金機構ビル
　電話：03－5400－4334　　ＦＡＸ：03－3432－5868
　詳しくはホームページでもご案内しております。
　　http://www.rintaikyou.taisyokukin.go.jp/

イカも上手にできてるんでなイカい？

つみきのシャワーは気持ちいい!?
どこまで高く積み上げ
られるかな　　　　　

１
万
個
の
つ
み
き
に
大
興
奮
！
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☆募集内容（町長部局）
職種区分 募集人員 応募資格等 業務内容等 賃金額

運 転 技 能 員
３名

・普通自動車運転免許以上取得者
・大型特殊自動車免許取得者
・車両系建設機械運転技能者

除雪機械等運転 月　額 200,000円

１名 ・普通自動車運転免許以上取得者 融雪剤散布業務 日　額 3,900円
☆その他の事項

応 募 要 件 ・心身ともに健康で応募時に今別町に住所を有する方
・勤務先まで通勤できる方

勤 務 時 間 〈除雪機械等運転員〉　実務労働時間　７時間45分／日（但し、早出・遅出あり）
〈融 雪 剤 散 布 員〉　実務労働時間　３時間／日（午前５時～午前８時勤務　　但し、早出・遅出あり）

加 入 保 険 等 ・労災保険　・労働保険（除雪機械等運転員）

母子・寡婦福祉資金の
貸付予約の受付

　青森県では、母子家庭などのお子さんが、修学・修業な
どの際に必要な資金の貸付の申込を受付しています。
　なお、貸付の限度額や償還方法、償還期間などの詳細に
ついては東地方福祉事務所までお問い合わせください。
○予約申込期間

　平成23年11月１日～平成24年３月31日
　（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
○対象者　

　来春、お子さんが小・中学校、高等学校、高等専門学校、
短期大学、大学、各種学校へ進学する母子・寡婦家庭の方

（小・中学校の就学支度資金は所得税非課税の場合に限る）
　※なお、現在就学中の方に対しては、修学資金の申込み

は、随時受付しています。
○申請・問合せ

　東青地域県民局地域健康福祉部福祉総室
　（東地方福祉事務所）ＴＥＬ　017－734－9950

国民年金保険料の納め忘れはありませんか？
　国民年金保険料は日本年金機構からお送りする納付案内
書等により、毎月の保険料を翌月の末日までに納めていた
だくことになっています。
　保険料の納め忘れがあると、将来受け取る老齢基礎年金
の額が受けられなくなることがあります。また、万一のと
きに障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられなくなること
があります。
　そこで、便利で安心な口座振替のご利用をお勧めします。
口座振替にしておくと、毎月、納めに行く時間と手間がか
からず便利で安心です。
　また、口座振替の中には割引のあるお得な振替方法（早
割・一年前納付・半年前納）もあります。
　お申込み方法は、口座振替申出書に必要事項を記入・押
印（金融機関の届出印）してお近くの年金事務所にお申し
込みされるか、ご郵送ください。また、金融機関窓口にご
提出いただいても結構です。
《問合せ先》ねんきんダイヤル　0570－05－1165
　　　　　　（平日８：30～17：15）
　　　　　　ＩＰ電話・ＰＨＳからは　03－6700－1165

◇ 今別町嘱託職員の募集（緊急雇用創出事業）◇
【
募
集
要
項
】

・募集内容等　　下表のとおり
・申込み手続　　応募申込書（写真付）に資格証明書（コピー）を添えて申し込むこと
　　　　　　　　※応募用紙は役場総務課にあります
・申 込 み 先　　今別町役場　総務課　総務担当（TEL　35－2001）
・申込み締切　　平成23年11月16日（水）午後３時まで（厳守）
・任 用 期 間　　平成23年12月１日から平成24年３月31日まで

☆ロコモをご存じですか？？☆
　ロコモとは、骨や関節、筋肉などの「運動器」が衰え、介護が必
要になったり、そうなる危険性が高くなった状態のことです。
　先月号では皆様のロコモ度チェックを行いましたが、今月号では
ロコモを予防するトレーニング（ロコトレ）をご紹介します。ひと
つ以上チェックされた方はぜひ行ってみてください。
～今すぐできる、ロコトレ!! ～

ロコモ予防には、特に下半身の筋肉を鍛え、保つことが重要です。
人の筋肉の７割は下半身にあります。いつまでも自分の足で歩くた
めに、スクワットなど気軽にできる筋トレを日々の生活の中に取り
入れましょう。

お尻を軽くおろすところから
始まって膝は曲がっても90
度を超えないようにします。

ゆっくりと呼吸するペー
スで一度に５～６回行
い、１日に３度行いまし
ょう。

足はかかとから30度くらい
外に開きます。
体重が足の裏の真ん中にかか
るようにします。

膝がつま先より前
に出ないようにし
ます。膝の曲がる
向きは、足の第２
趾の方向にしま
す。

イスに腰をかけ
るようにゆっく
り腰をおろしま
す。

安全のためにイスやソ
ファの前で行いましょ
う。
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議

会

だ

よ

り
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○
今
別
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
い
改
正
す
る
も
の
。

条
　
例

　
関

　
係

第396回定例会

○
平
成
23
年
度
一
般
会
計

陳
情
・
意
見
書

○
「
消
費
税
増
税
反
対
を
求
め
る
」
国
へ
の
意

見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

（
継
続
審
議
）

○
拡
大
生
産
者
責
任
（
Ｅ
Ｐ
Ｒ
）
及
び
デ
ポ

ジ
ッ
ト
制
度
法
制
化
を
求
め
る
意
見
書

（
資
料
配
付
）

予
　
算

　
関

　
係

平成22年度
　一般会計・特別会計決算を認定

※
認
定
さ
れ
た
平
成
22
年
度
の
決
算
は
、
一
般
会
計
の
歳
入
合
計
28
億
９
百
77
万
６
千
円

（
前
年
度
比
０
・
７
％
増
）
、
歳
出
合
計
26
億
２
千
７
万
４
千
円
（
前
年
度
比
２
・
７
％ 

減
）
と
な
り
ま
し
た
。

補正予算の概要 （単位：千円）

会　計　名 補　正　額 補正後の額 補正の主なもの

一 般 会 計 　88,365 2,559,974 工事請負費（ねぶた小屋）

 6,000

財政調整基金積立金

23,000

国保（事　業　勘　定） 8,581 600,732 返還金 1,962

国保（診 療 施 設 勘 定） 2,605 149,916 備品購入費 △3,707

予備費充当 5,323

老 人 保 健 69 75

後 期 高 齢 者 医 療 940 43,361 予備費充当 778

介護（保 険 事 業 勘 定） 13,178 395,843 予備費充当 12,210

介護（サービス事業勘定） 4,901 23,135 予備費充当 4,856

簡 易 水 道 事 業 34,004 155,038 繰上充用金 33,380

合　　　計 152,643 3,928,074  

第395回臨時会

　
第
３
９
６
回
定
例
会
が
平
成
23
年
９
月
９
日
召
集
さ
れ
、
15
日
ま
で
の

７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
22
年
度
決
算
の
認
定
８
件
、
条
例
案
１
件
、

平
成
23
年
度
補
正
予
算
案
８
件
、
人
事
案
１
件
の
あ
わ
せ
て
18
議
案
を
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
認
定
・
可
決
・
同
意
し
、
会
期
を
１
日
繰
り
上
げ

て
14
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

８
千
８
百
36
万
５
千
円
を
増
額

し
、
総
額
25
億
５
千
９
百
97
万
４

千
円

会計別の決算額 （単位：千円）

一 般 会 計
歳　入 2,809,776

歳　出 2,620,074

国　保（事　　業）特別会計
歳　入 560,965

歳　出 543,383

国　保（診　　療）特別会計
歳　入 146,871

歳　出 141,226

老 人 保 健 特 別 会 計
歳　入 147

歳　出 78

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
歳　入 41,336

歳　出 40,395

介　護（保　　険）特別会計
歳　入 396,623

歳　出 377,979

介　護（サービス）特別会計
歳　入 36,289

歳　出 31,255

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
歳　入 134,203

歳　出 167,583

合　　　計
歳　入 4,126,210

歳　出 3,921,973

そ
　
　
の

　
　
他

公共用バス待機場整備工事の
請負契約を可決

○
公
共
用
バ
ス
待
機
場
整
備
の
工
事
請
負
契
約

に
つ
い
て

　

相
内
建
設
株
式
会
社
と
の
工
事
請
負
契
約
の

締
結
を
可
決
。

　

契
約
金
額
は
、
４
千
８
百
15
万
３
千
円
。

　平成23年８月３日、第３９５回臨時会が召集され、議案２

件を原案どおり承認・可決し閉会しました。

予　算　関　係

23年度補正予算（６月30日専決） 単位：千円

会　計　名 補正額 補正後の額 補正の主なもの

一般会計 17,000 2,471,609
緊急雇用対策事業

17,000
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し
ま
し
た
。

　
県
教
育
員
会
で
は
、「
県
立
高
等
学
校
教
育

改
革
第
三
次
実
施
計
画
」に
関
す
る
説
明
会
を
、

先
般
、
県
内
６
地
区
に
お
い
て
開
催
し
、
26
年

度
か
ら
30
年
度
の
後
期
実
施
計
画
に
つ
い
て
、

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
今
別

校
舎
が
存
続
と
な
る
の
か
。
今
後
の
見
通
し
や

情
報
が
あ
れ
ば
、
お
知
ら
せ
願
い
た
い
。

　
ま
た
、
現
在
の
今
別
校
舎
の
生
徒
数
に
つ
い

て
も
、
合
わ
せ
て
お
知
ら
せ
願
い
た
い
。

教
育
課
長　
　
「
県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
第

３
次
実
施
計
画
」
の
後
期
計
画
に
お
い
て
、
青

森
県
立
北
高
等
学
校
今
別
校
舎
は
存
続
と
な
る

の
か
、
ま
た
、
今
後
の
見
通
し
や
情
報
を
お
知

ら
せ
願
い
た
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
先
般
、
計

画
に
関
す
る
東
青
地
区
へ
の
説
明
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、「
高
等
学
校
を
取
り
巻
く
状

況
」「
第
３
次
実
施
計
画
策
定
ま
で
の
取
組
」「
第

３
次
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
と
具
体
的
な
前

期
計
画
の
実
施
状
況
」「
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成

26
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の
後
期
計
画
に

お
い
て
存
続
や
廃
止
に
つ
い
て
の
具
体
的
方
向

性
は
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
東
青
地
区
で
の
平
成
30
年
度
ま
で
の

募
集
学
級
数
は
３
学
級
減
の
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
る
削
減
か
は
、
来

年
の
１
月
ま
で
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
第
２

回
地
区
説
明
会
の
際
に
方
向
性
が
示
さ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
説
明
で
し
た
が
、
具
体
的

な
学
校
名
を
示
し
た
後
期
計
画
の
公
表
に
つ
い

て
は
、
24
年
度
中
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
ご

理
解
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
別
校
舎
の
生
徒
数
に
つ
い
て
は
、

１
年
生
が
20
人
、
２
年
生
が
20
人
、
３
年
生
が

31
人
で
合
計
71
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
免
税
軽
油
の
廃
止
等
、
エ
ネ

　
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て

質
問

　
（
１
）
当
町
へ
の
通
達
は
あ
っ
た
か
。

質
問

　
（
２
）
廃
止
が
確
定
し
た
場
合
、
当

町
で
は
ど
う
い
っ
た
考
え
を
持
っ
て
対
応
す
る

か
。

　
平
成
21
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
道
路
特
定

財
源
は
廃
止
と
な
り
、
そ
の
結
果
軽
油
取
引
税

は
一
般
財
源
化
さ
れ
ま
し
た
。
軽
油
の
課
税
免

除
に
つ
い
て
は
、
　
来
年
の
３
月
31
日
ま
で
特

例
措
置
と
し
て
免
税
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
存
知
の
と
お
り
、
今
別
町
内
の
免
税
軽
油

の
利
用
者
の
大
半
は
農
業
者
、
漁
業
者
の
１
次

産
業
従
事
者
で
す
。
近
年
の
不
漁
・
不
作
や
価

格
低
迷
の
中
で
こ
れ
以
上
の
経
費
負
担
増
は
ま

さ
に
死
活
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
質
問
で
す
。

　
延
長
措
置
等
の
対
応
策
な
ど
の
、
こ
の
問
題

に
対
す
る
政
府
か
ら
の
通
達
は
あ
っ
た
の
か
。

　
ま
た
、
廃
止
が
確
定
し
た
場
合
、
町
と
し
て

は
ど
う
い
っ
た
対
応
を
す
る
考
え
な
の
か
。

総
務
課
長　

ご
質
問
の
免
税
軽
油
の
廃
止
に
つ

い
て
で
す
が
、軽
油
の
免
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

議
員
が
い
わ
れ
る
と
お
り
、
都
道
府
県
税
の
軽

油
取
引
税
の
課
税
免
税
措
置
で
、
平
成
21
年
度

の
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
目
的
税
か
ら
普

通
税
に
変
わ
り
、
免
税
軽
油
制
度
も
平
成
24
年

３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
の
措
置
と
し
て
存
続

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
期
間
延
長
等
の

通
知
、
情
報
等
は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
後
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
、

県
の
動
向
を
見
な
が
ら
の
対
応
と
な
り
ま
す
の

で
、
情
報
が
入
り
次
第
対
応
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

質
問　

（
３
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
い
う
観
点
か
ら
、
先
月

の
８
月
26
日
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
法

が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
自
家
発
電
分

を
電
力
会
社
が
固
定
し
た
価
格
で
買
い
取
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
風
力
や

太
陽
光
に
よ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
施
設

整
備
に
対
す
る
検
討
を
始
め
た
自
治
体
も
あ
り

ま
す
。
過
去
に
検
討
し
た
経
緯
の
あ
る
わ
が
町

で
も
こ
の
機
会
に
是
非
再
度
検
討
し
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
も
自
給
で
き
る
よ
う
な
取
組
み
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

企
画
課
長　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
大
震
災
以
降
、
こ
れ
ま
で
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
す
る
事

態
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
町
で
は
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
以
前
に
風
力

発
電
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
売
電
価
格
の
変

動
等
不
安
定
要
素
の
増
加
に
よ
り
、
計
画
を
断

念
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
新
法
の
成
立
に
よ
り
、
様
々
な
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
新
た
な
活
用
方
法
が
見
え
て
き

た
こ
と
か
ら
、
費
用
対
効
果
や
経
済
効
果
等
を

十
分
に
吟
味
し
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
が
可
能
か
ど
う
か
検

討
し
て
参
り
た
い
考
え
で
お
り
ま
す
の
で
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
地
域
特
産
物
に
つ
い
て

質
問

　
（
１
）
地
域
特
産
物
の
情
報
発
信
の
取

組
み
、
青
森
内
外
へ
の
ア
ピ
ー
ル
は
し
て

　
　

い
る
か
。

質
問

　
（
２
）
お
土
産
品
の
企
画
・
開
発
等
の

取
り
組
み
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

質
問

　
（
３
）
担
当
職
員
の
研
修
等
は
行
っ
て

い
る
か
。

　
先
月
、
私
た
ち
町
議
会
は
災
害
対
策
と
復
興

防
災
を
視
察
研
修
す
る
た
め
、
奥
尻
島
・
有
珠

山
に
行
き
、
災
害
時
の
悲
惨
な
状
況
、
復
興
へ

の
努
力
、
復
興
後
の
取
り
組
み
を
見
て
参
り
ま

し
た
。
私
は
、
様
々
な
説
明
や
資
料
を
見
て
い

っ
た
中
で
、
大
変
感
銘
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
被
災
を
観
光
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
建
立
し
た
数
々

の
記
念
碑
や
慰
霊
碑
を
観
光
ポ
ス
ト
と
し
た

り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
町
職
員

が
育
成
研
修
を
受
け
（
火
山
マ
イ
ス
タ
ー
や
ソ

ム
リ
エ
と
い
う
名
で
）
観
光
ガ
イ
ド
と
な
り
地

域
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
種
多
様
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る

特
産
物
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
地

域
限
定
の
お
土
産
品
の
数
々
に
は
圧
倒
さ
れ
、

さ
す
が
北
海
道
は
観
光
地
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
質
問
で
す
。

　
ま
ず
、
今
別
町
と
し
て
の
取
り
組
み
で
、
地

域
特
産
物
の
情
報
発
信
や
、
青
森
県
内
外
へ
の

ア
ピ
ー
ル
は
し
て
い
る
か
。

　
次
に
、
お
土
産
品
の
企
画
・
開
発
等
の
取
り

組
み
は
し
て
い
る
か
。

　
最
後
に
、
今
別
町
の
良
い
所
や
観
光
の
目
玉

に
な
る
場
所
等
、
担
当
職
員
の
研
修
等
は
行
っ

て
い
る
か
。

企
画
課
長　

地
域
特
産
物
の
情
報
発
信
と
い
う

ご
質
問
で
す
が
、
今
年
度
か
ら
町
で
は
、
商
工

○
乳
幼
児
・
就
学
児
童
・
生
徒

　
の
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て

質
問　

（
１
）
医
療
費
を
町
で
負
担
で
き
な
い

か
。

　
当
町
で
は
、
乳
幼
児
医
療
費
給
付
に
つ
い
て

は
就
学
前
の
子
供
に
給
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
小
学
校
児
童
１
０
３
名
、
中
学
校
生
徒

６
１
名
に
対
し
て
も
同
様
の
対
応
が
で
き
る
よ

う
切
に
望
む
も
の
で
す
。
乳
幼
児
医
療
費
に
つ

い
て
も
、
児
童
の
減
少
に
よ
り
毎
年
負
担
額
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
静
岡
県
の
あ
る
自
治
体
で
は
、
医
療

費
の
無
料
化
に
よ
る
若
い
家
族
の
転
入
も
多
く

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ど
う
ぞ
町
長
の

ご
英
断
を
お
願
い
し
た
い
。

町
長　

ご
質
問
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
の

対
応
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
医
療
費
を
負
担
で
き
な
い
か

と
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
町
の
財
政
状
況
は
大

変
厳
し
い
現
状
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

市
町
村
が
実
施
主
体
と
な
る
、
子
育
て
支
援

事
業
の
中
で
出
来
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

○
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

質
問

　（
１
）
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
町
長
の
今
後

取
組
む
施
策
に
つ
い
て

　「
町
で
は
、
特
に
財
政
の
黒
字
の
こ
と
を
強

調
し
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
面

で
の
施
策
を
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
後
の
住
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
施
策
に

つ
い
て
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

町
長　
「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
今
後
の
取
組
み
施

策
に
つ
い
て
」
お
答
え
し
ま
す
。

　

町
民
に
対
し
、
よ
り
良
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
は
、
財
政
の
改
善
と
職
員
の

業
務
に
対
す
る
至
誠
が
、
最
も
大
事
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
職
員
は
常
に
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
公
僕
と
し
て
の

心
構
え
を
し
っ
か
り
守
り
、
誇
り
を
も
っ
て
仕

事
に
従
事
す
る
よ
う
、
研
修
な
ど
で
し
っ
か
り

と
教
え
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

○
地
震
・
津
波
に
つ
い
て

質
問　

（
１
）
地
震
・
津
波
に
よ
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
に
つ
い
て

　
　「
今
回
の
災
害
を
教
訓
に
し
て
、
避
難
誘

導
や
機
器
の
備
蓄
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
緊
急
に

整
備
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

「
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
つ
い
て
」

の
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
副
町
長
を
座
長

と
し
「
防
災
課
長
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、「
分

か
り
や
す
く
簡
素
に
し
た
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
作
成
作
業
を
進
め
て
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

８
月
30
日
と
31
日
に
、
課
長
及
び
次
長
が
全

地
区
を
訪
問
し
、
地
区
防
災
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
避
難
施
設
や
高
齢
者
世
帯
、
一
人

暮
ら
し
老
人
の
避
難
な
ど
に
つ
い
て
、
話
し
合

い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
更
に
検
討

し
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
完
成
さ
せ
る
事
に
し
て

お
り
ま
す
。

○
青
森
県
立
北
高
等
学
校
今
別

　
校
舎
に
つ
い
て

質
問

　
（
１
）
北
高
等
学
校
今
別
校
舎
の
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て

　
県
立
今
別
校
舎
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
青
森

県
立
北
高
等
学
校
今
別
校
舎
と
し
て
ス
タ
ー
ト

小　

鹿　
　
　

勉　

議
員

中　

島　

邦　

彦　

議
員

福　

士　

直　

治　

議
員
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会
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
る
地
域
特
産

物
の
販
売
「
な
も
わ
―
も
」
と
連
携
し
、
県
内

外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
今
別
出
身
者
で
組
織
す

る
「
ラ
ブ
い
ま
べ
つ
会
」
に
対
し
、
地
域
特
産

物
品
の
情
報
提
供
と
販
売
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
だ
試
験
的
な
段
階
で
あ
り
ま
す
が
、
毎
月

情
報
提
供
を
行
っ
て
お
り
、
当
町
の
旬
な
産
物

の
提
供
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

地
域
特
産
物
に
つ
い
て
は
、今
後
と
も
、様
々

な
機
会
を
と
ら
え
た
情
報
提
供
は
も
ち
ろ
ん
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
販
売
に
結
び
付
け
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

お
土
産
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

様
々
な
形
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
お
り
ま

す
が
、
な
か
な
か
決
定
的
な
商
品
開
発
に
は

至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
今
年
度
、
県
や
関
係
機
関
か
ら
助
言

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
補
助
金
を
活
用
し
た
特

産
加
工
品
の
開
発
担
当
職
員
の
派
遣
等
を
模
索

し
て
参
り
ま
し
た
が
、
実
現
に
至
っ
て
い
な
い

状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

今
別
町
内
に
お
け
る
資
源
の
有
効
活
用
を
図

る
べ
き
、
今
後
と
も
地
域
産
物
や
加
工
品
を
ど

の
よ
う
な
形
で
特
産
品
と
し
て
、
販
売
・
定
着

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
根
気
強
く
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
長　

当
町
の
観
光
資
源
に
つ
い
て
は
、
津
軽

国
定
公
園
「
袰
月
海
岸
」
が
代
表
格
と
し
て
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
観
光
資
源
に
対
す
る

職
員
研
修
等
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、

見
過
ご
さ
れ
て
き
た
観
光
資
源
が
Ｐ
Ｒ
や
取
り

組
み
次
第
で
、
大
き
な
魅
力
的
な
観
光
資
源
に

変
貌
で
き
る
よ
う
今
後
研
修
等
を
積
み
重
ね
、

リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
な
る
よ
う
な
ソ
フ
ト
事
業

と
の
組
合
わ
せ
を
、
検
討
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

○
新
幹
線
の
対
応
に
つ
い
て

質
問

　
（
１
）
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
ど
の

よ
う
に
活
か
す
の
か
。

　
あ
と
数
年
で
わ
が
町
に
待
ち
に
待
っ
た
新
幹

線
が
来
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
千
載
一
遇
の

チ
ャ
ン
ス
を
、
町
の
活
性
化
の
た
め
に
ど
の
よ

う
に
活
か
す
の
か
。

町
長　

北
海
道
新
幹
線
（
仮
称
）
奥
津
軽
駅
の

開
業
は
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
当
町
に
と
っ
て
千

載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
開
業
ま
で
の

ハ
ー
ド
や
ソ
フ
ト
事
業
に
よ
り
、
開
業
後
の
町

民
に
と
っ
て
、
恩
恵
が
多
く
も
た
ら
さ
れ
る
よ

う
な
施
策
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

町
内
外
の
資
源
を
活
用
し
た
観
光
客
の
誘
客

対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
体
験
型
観
光
に
は
欠
か

せ
な
い
人
材
育
成
を
図
る
こ
と
が
最
重
要
課
題

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
資
源
等
や
人

材
が
、
輝
き
を
持
っ
て
観
光
客
を
お
迎
え
で
き

る
よ
う
な
施
設
や
体
制
づ
く
り
を
積
極
的
に
進

め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
更

な
る
意
見
提
言
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

質
問

　（
２
）
現
在
の
状
況
は
、
ま
た
、
具
体

的
な
取
り
組
み
・
計
画
等
を
伺
い
た
い
。

　
現
在
ど
の
よ
う
な
動
き
を
し
て
い
る
の
か
。

新
幹
線
に
対
す
る
具
体
的
な
取
り
　
組
み
、
現

在
進
め
て
い
る
計
画
等
を
伺
い
た
い
。

企
画
課
長　

（
仮
称
）
奥
津
軽
駅
デ
ザ
イ
ン
検

討
会
議
で
は
、
平
成
24
年
２
月
ご
ろ
に
予
定
さ

れ
る
、
鉄
道
運
輸
機
構
か
ら
の
新
駅
舎
の
デ
ザ

イ
ン
案
３
案
程
度
の
提
案
を
待
っ
て
い
る
状
況

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
町
民
の
皆
様
や

議
員
の
皆
様
か
ら
意
見
を
頂
戴
し
、
最
終
案
を

１
案
に
絞
り
込
み
、
新
駅
舎
の
デ
ザ
イ
ン
決
定

に
結
び
付
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
３
月
の
町
長
に
対
す
る
提
言
に

よ
り
、
一
区
切
り
と
な
っ
た
駅
前
広
場
計
画
策

定
委
員
会
は
、
今
後
、
委
員
の
拡
充
を
図
り
な

が
ら
、「
新
駅
舎
活
用
検
討
委
員
会
」
等
に
名

称
を
変
更
し
て
、
新
駅
舎
の
有
効
活
用
や
町
内

外
資
源
の
活
用
方
法
の
検
討
を
進
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
職
員
に
よ
る
検
討
会

議
等
は
、
引
き
続
き
実
施
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
事
業
と
し
て
は
、
国
道
２
８
０
号
の

狭
隘
部
分
の
改
良
や
主
要
地
方
道
か
ら
の
進
入

路
等
の
改
良
工
事
を
要
望
し
て
お
り
、
新
幹
線

駅
舎
を
中
心
と
し
た
駅
前
広
場
整
備
工
事
で

は
、
待
合
室
や
ト
イ
レ
を
備
え
た
屋
内
駐
車
場

や
屋
外
駐
車
場
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
特
産
品
開
発
に
向
け
た

研
修
等
の
実
施
や
グ
リ
ー
ン
、
ブ
ル
―
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
地
域
自
然
や
資
源
を
活

用
し
た
、
体
験
型
観
光
の
Ｐ
Ｒ
及
び
人
材
育
成

に
努
め
な
が
ら
、
他
町
村
と
連
携
し
た
広
域
観

光
ル
ー
ト
の
策
定
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
芸
能
「
荒
馬
」
を
活
用
し
た
交

流
人
口
の
増
加
策
の
実
施
な
ど
が
検
討
対
象
と

し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
職
員
の
育
成
に
つ
い
て

質
問

　
役
場
に
顔
を
出
し
て
も
職
員
に
活
気
が

感
じ
ら
れ
な
い
。
暗
く
沈
ん
だ
空
気
が
漂
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う

か
。

　
少
子
化
高
齢
化
社
会
が
続
き
、
行
政
の
運
営

は
更
に
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
で
、
一
番
求
め
ら
れ
る
も
の
は
優
秀
な
人

材
で
あ
り
ま
す
。
武
田
信
玄
の
書
の
中
に
も
「
人

は
石
垣
人
は
城
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
優
秀
な
人
材
、
優
秀
な
軍
師
を
育
て
る

こ
と
こ
そ
が
、
町
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
一

番
大
事
な
近
道
で
は
な
い
か
。

　
行
政
の
最
高
責
任
者
は
町
長
で
あ
り
ま
す
。

人
材
を
活
か
す
も
、
殺
す
も
町
長
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
際
、
町
長
が
自
ら
人
材
の
育
成
、

特
に
若
手
の
職
員
を
育
て
る
た
め
の
、
陣
頭
指

揮
を
取
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
明
治
維

新
の
改
革
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
改

革
の
中
心
に
な
っ
た
人
材
の
ほ
と
ん
ど
は
、
吉

田
松
陰
の
弟
子
で
し
た
。
下
級
武
士
の
子
ど
も

と
し
て
生
ま
れ
た
松
陰
も
そ
の
弟
子
た
ち
も
、

決
し
て
恵
ま
れ
た
環
境
に
生
れ
た
育
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
松
陰
の
も
と
で

学
び
、
そ
の
哲
学
を
も
と
に
若
い
弟
子
た
ち
が

決
起
し
て
、
現
在
の
日
本
の
礎
を
築
き
ま
し

た
。
町
長
と
し
て
優
秀
の
美
を
飾
る
に
足
り
る

べ
く
仕
事
と
し
て
、
町
を
守
り
育
て
る
石
垣
と

な
り
、
城
と
な
る
べ
く
人
材
を
育
て
て
下
さ
る

こ
と
を
、
今
後
の
目
標
の
一
つ
に
加
え
て
頂
け

な
い
も
の
か
。

副
町
長　

職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
、
今
別
町

で
は
青
森
県
自
治
研
修
所
で
の
研
修
を
主
と

し
、
基
本
研
修
や
専
門
研
修
な
ど
に
継
続
的
に

参
加
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
12
年
ぶ
り
に
職
員
を
採
用
し
ま
し

た
が
、
若
い
職
員
の
育
成
が
大
切
と
の
考
え
か

ら
、私
の
直
属
と
し
て
「
若
手
職
員
研
修
事
業
」

を
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
研
修
事
業
で
は
、「
青
森
県
自
治
研
修

所
で
の
研
修
」
を
は
じ
め
「
テ
ー
マ
を
決
め
た

自
主
研
究
」
千
葉
県
に
あ
り
ま
す
「
市
町
村
ア

カ
デ
ミ
ー
で
の
研
修
」「
町
長
・
私
を
交
え
て

の
意
見
交
換
」な
ど
を
行
う
事
と
し
て
い
ま
す
。

　

議
員
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
役
場
全
職
員

の
育
成
は
大
変
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
若
い
職
員
を
中
心
と
し
た
、
人
材
育

成
研
修
に
力
を
入
れ
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
水
路
整
備
に
つ
い
て

質
問　

（
１
）
大
川
平
取
入
口
（
ふ
う
せ
ん
ダ

ム
付
近
）

　
今
年
の
よ
う
に
天
候
に
恵
ま
れ
て
雨
が
少
な

く
、
水
田
は
水
不
足
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　
前
に
も
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
整
備
計
画
案
な

ど
を
伺
い
た
い
。

産
業
建
設
課
長　

清
川
堰
頭
首
工
か
ら
の
水
路

整
備
に
関
し
た
質
問
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
も

県
と
現
場
で
確
認
し
、
平
成
25
年
度
か
ら
補
助

事
業
で
整
備
す
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

確
か
に
、
取
入
口
付
近
で
大
雨
等
に
よ
り
土

砂
や
石
が
堆
積
し
、
流
れ
が
悪
く
な
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
水
路
整
備
が
完
了
す
る
ま
で
は
、

お
互
い
に
土
砂
上
げ
等
を
行
い
な
が
ら
、
対
処

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
願
い
ま
す
。

質
問　

（
２
）
生
活
排
水
路
整
備

　
生
活
住
環
境
も
変
わ
り
、
多
様
化
し
て
き
ま

し
た
、
多
少
の
雨
で
も
冠
水
す
る
、
特
に
冬
に

な
る
と
排
水
路
が
雪
で
詰
り
、
逆
流
す
る
こ
の

よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
何
ら
か
の
対
策
が
、

緊
急
に
必
要
で
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

産
業
建
設
課
長　

ご
質
問
の
箇
所
に
つ
い
て

は
、
一
部
水
路
敷
地
で
な
い
個
人
用
地
を
、
用

排
水
路
と
し
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

地
を
再
度
調
査
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
原
発
事
故
に
伴
う
風
評
被
害

　
に
つ
い
て

質
問

　
農
作
物
、
畜
産
、
水
産
物
に
対
し
て
、

風
評
被
害
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
牛
に
対
し
て
は
稲
わ
ら
の
汚
染
と
ダ
ブ

ル
パ
ン
チ
で
す
。
そ
こ
で
、
風
評
被
害
対
策
の

取
り
組
み
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

町
長　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
で
被

災
地
の
み
な
ら
ず
、
多
大
な
風
評
被
害
が
各
地

に
広
が
り
、
放
射
能
測
定
の
結
果
が
求
め
ら
れ

る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
物
の
安
全
性
を
消
費
者
の
皆
様
に

Ｐ
Ｒ
し
、
信
頼
を
維
持
・
確
保
す
る
た
め
に
、

県
で
は
7
月
26
日
か
ら
放
射
能
物
質
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
県
全
体
の
農
林
水
産

物
に
お
い
て
は
問
題
と
な
る
状
況
に
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

肥
育
牛
に
お
い
て
は
、
セ
シ
ウ
ム
汚
染
の
稲

ワ
ラ
給
与
が
問
題
と
な
り
、
牛
肉
価
格
が
下
落

し
ま
し
た
が
、
９
月
６
日
に
県
や
畜
産
団
体
が

参
加
し
た
会
議
の
中
で
、
東
京
電
力
が
賠
償
を

認
め
て
お
り
、
県
産
牛
の
肥
育
牛
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。
当
町
で
大
半
を
占
め
る
繁
殖

牛
に
お
い
て
も
、
家
畜
市
場
の
価
格
に
影
響
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し

て
は
餌
と
な
る
稲
ワ
ラ
、
牧
草
資
料
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
結
果
か
ら
、
放
射
能
物
質
が
検
出
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

通
じ
て
公
表
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、

今
後
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
県
と
連
携
し
、

価
格
安
定
の
た
め
努
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本　

郷　

良　

克　

議
員

福　

士　

和
比
古　

議
員



（ 9）

９／28鉄道建設・運輸施設整備支援機構表敬訪問（青森市）

８／22～24両常任委員会視察研修（北海道奥尻町）

10／９知内町議会との交流会（いまべつ秋まつり会場）

８／22～24両常任委員会視察研修（北海道有珠山）

７／15県下町村議会議員研修会（青森市）７／12東郡議長会主催の健康管理セミナーへ参加（平内町）

８／４知内町・今別町両議員交流会（いまべつ夏まつり会場）

編
　

集
　

後
　

記

議 会 の 動 き

春
夏
秋
冬

紅
葉
の
秋

　
　

自
然
の
成
せ
る
技

　
　
　
　

こ
れ
以
上
の
美
が
あ
ろ
う
か

み
ぞ
れ
！

　
　

厳
寒
の
冬

　
　
　
　

厳
し
い
が
、
こ
れ
ま
た
人
生
の
美

万
物
の
息
吹
く
春
！

　
　
　
　

走
れ
、
新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て

町
民
み
ん
な
で
汗
を
出
し

　
　
　
　

新
た
な
町
を
建
設
し
よ
う

　

議
会
広
報
副
委
員
長　
　
　

　

福　

士　

和
比
古



（ 1 0 ）
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　青森県では、県民の皆様の御意見を広く県行政に反映させるため、「青森県消費
生活審議会」の委員を公募します。
募集期間：平成23年10月17日（月）～ 11月11日（金）
募集人数：２名
応募資格：県内にお住まいの満20歳以上の方（ただし、県または市町村議会議員及

び県が設置している他の審議会の委員に委嘱されている方を除く）
任　　期：平成24年２月１日から平成26年１月31日の２年間
応募方法：氏名（ふりがな）、性別、年齢、住所、電話番号、職業、略歴、その他

（自己ＰＲや活動紹介）を明記のうえ、「青森県の消費者行政への意見、
提言等」を800字程度にまとめて、持参・郵送・ＦＡＸ・電子メールの
いずれかの方法で青森県県民生活文化課まで提出して下さい。（様式は
ありませんので、自由に作成して下さい。）

応募締切：平成23年11月11日（金）※当日消印有効
委員の業務・報酬等：
　青森県消費生活審議会は、県民の消費生活に関する重要事項を調査審議するため
の審議会であり、年１～２回開催しています。
　なお、審議会出席の際は、県の規定による報酬（日額9,800円）及び交通費等が
支給されます。
応募及び問合せ先：
　青森県　県民生活文化課　消費生活グループ
　〒030－8570　青森市長島１丁目１－１
　電話：017－734－9206　ＦＡＸ：017－734－8046
　電子メール：seikatsu@pref.aomori.lg.jp

青森県消費生活審議会の委員を公募します

①北海道新幹線信通機器室工事

　北海道新幹線整備事業のうち、当町二股地区では現在、信通機器室の建設工事が
行われています。

②（仮称）奥津軽駅路盤等工事着工
　2015年度開業予定の（仮称）奥津軽駅路盤等工事がいよいよ本格的に始動するこ
とになります。
　これは駅付近の路盤や高架橋整備、橋脚の耐震補強等が主な工事として施行され
ます。この工事に伴い、農道の通行や一部用地の借用など、町民の皆様にご協力を
お願いすることになりますのでよろしくお願いします。

死 

者 

の 

状 

態

飲酒運転による死者
５人

（＋３）

高齢者の死者
（65歳以上の人）

18人
（－15）

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

自動車乗車中の
死者

16人
（＋１）

非着用死者
６人

（－１）

着用していれ
ば助かったと
思われる人

４人
（＋１）

①
千
葉　

麗り

樹き

②
大
泊

③
甲
子
園
決
勝

で
魁
君
と
戦

う
こ
と

　

僕
た
ち
野
球
部
は
、
一
生
懸
命
練
習
し
ま

し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
み
ん
な
守
備
と
打

撃
が
す
ご
く
う
ま
く
な
り
ま
し
た
。
夏
休
み

最
後
の
防
犯
野
球
大
会
で
は
、
２
連
勝
し
て

決
勝
に
行
き
ま
し
た
。
決
勝
で
は
負
け
て
く

や
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
準
優
勝
で
き

た
こ
と
は
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
準

優
勝
で
き
た
の
は
、
練
習
の
成
果
だ
と
思
い

ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
野
球
は
最
高
で
す
！

「
今
別
小
学
校
６
年
生
」

①
氏
名 

②
地
区
名 

③
将
来
の
夢

町
の
元
気
な
子
ど
も
達

編

集

後

記

まちの行事予定� （11／１～12／10）

※行事予定名・開催場所・担当を掲載しています。

11 ／１（火）

・就学時健診《今別小学校》 教　育

・町褒賞式《今別町中央公民館》11：30 ～ 総　務

・町連合ＰＴＡ研修会
　《今別町中央公民館》18：00～

教　育

　　２（水）・乳幼児健診・フッ素歯面塗布 福　祉

　　９（水）
・地域キャンパス講座
　《今別町中央公民館》10：00～11：40

教　育

　　19（土）・フィットネス研修会《今別町中央公民館》教　育

　　20（日）・ラブいまべつ会東京交流会 企　画

　　22（火）・第１回高齢者世帯のつどい 社　福

　　30（水）
・介護保険料第４期納期限
・国民健康保険税第４期納期限
・後期高齢者医療保険料第５期納期限

福　祉
税　務
町　民

12 ／２（金）・行政・人権相談《今別町中央公民館》 総　務

４（日）・第28回今別町総合福祉展 社　福

　　10（土）・エアロビ研修会《今別町中央公民館》 教　育

　
い
ま
べ
つ
秋
ま
つ
り
も
大
盛
況
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
、
こ
れ
か
ら
冬
に

向
け
て
気
温
は
下
が
る
ば
か
り
…
。

町
民
の
皆
さ
ん
は
風
邪
な
ど
ひ
い
て

い
ま
せ
ん
か
？
私
は
し
っ
か
り
ひ
き

ま
し
た
（
無
念
）。

　
も
う
１
ヶ
月
も
す
れ
ば
12
月
で

す
。
雪
が
降
る
時
期
で
す
。
今
年
の

雪
は
多
い
の
か
少
な
い
の
か
…
。
毎

年
、
雪
か
き
に
悩
ま
さ
れ
ま
す
が
、

皆
さ
ん
も
雪
か
き
を
す
る
と
き
は
、

腰
な
ど
痛
め
な
い
よ
う
に
体
に
気
を

配
り
な
が
ら
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　�

（
広
報
担
当

　
奥
崎

　
匠
）

（９月１日から30日までの届出分）

今別の姿
（平成23年９月30日現在）

　面　積　 125.28㎢
　人　口　　3,369人（－13）

　　男　　　1,569人（－ 6）

　　女　　　1,800人（－ 7）

　世帯数　　1,569　（－ 5）

　　　　　　　（　）内は前月比

　掲載を希望されない方は、届出の時に町民福

祉課町民担当へ申し出下さい。また、東奥日報

・東奥ウェブについても同様申し出て下さい。

お悔やみ申し上げます

　高　橋　せい子（79）鍋　田

　 　木　錬　一（76）砂ヶ森

　中　島　　誠　（71）村　元

　勝　野　てつ子（76）今　別

　佐　藤　ミ　ヱ（88）今　別

北海道

新幹線

情　報

№18

〈お詫びと訂正〉
　広報いまべつ７月号、４ページ（きらりこの人）相内
たきさんの氏名に誤りがありました。
　訂正してお詫びいたします。

９月中
９月末
累　計

発 

生

443件
（－56）

3925件
（－271）

死 

者

５人
（－５）

36人
（－９）

傷 

者

550人
（－49）

4853人
（－330）

平成23年度
県内の交通事故概況
平成23年度
県内の交通事故概況

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため、後日変更することがあります。

青森県交通対策協議会　平成23年９月30日現在

あなたも参加
わたしもやります
“交通安全”




